
KU-ORCAS国際シンポジウム「デジタルヒューマニティー
ズ推進のための環境構築とその課題」

歴史ビッグデータ研究基盤のため
のデジタルツールと相互運用性

北本朝展（ROIS-DS人文学オープンデータ共同利用セ
ンター／国立情報学研究所）
http://codh.rois.ac.jp/

2021/2/27 KU-ORCAS国際シンポジウム 1



はじめに

2021/2/27 KU-ORCAS国際シンポジウム 2



ROIS-DS人文学
オープンデータ
共同利用セン
ター（CODH）
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機械

市民

研究者

多様化

深化 巨大化

「オープン」の概念を核として三者
を接続し、知識の深化、巨大化、多
様化を目指す

メンバー
国立情報学研究所
統計数理研究所
センター長＋
特任助教4名

2016年4月～



歴史ビッグデータの統合解析
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歴史的資料
（史料）

歴史ビッグ
データ研究基
盤（機械可読
データ）

データ
構造化
ワーク
フロー

過去のビッグデー
タを統合解析する
ための基盤技術を
研究



歴史ビッグデータとは？
1. 現代のデータを想定して開発されたビッグデータの方
法論を、過去の記録に延長すること。

2. 生データの構造化：機械可読なデータを生成し、様々
な分野における解析などに利用する。

3. 多様な（Variety）データの統合解析：単体のデータだ
けでは見えてこない新しい知見を得る。

4. 人文学研究のデジタルトランスフォメーション：研究
のデジタル化には、技術要素の深化だけでなく、研究
体制や（評価）制度の変革も関わる。
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データ構造化ワークフロー
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ビッグデータを巡る言葉の整理

データ駆動型人文学
• データを基盤とする新しい手
法により、人文学の研究手法
を革新する。

• データの共有やエビデンスに
基づく検証などの新しい文化
を人文学に導入する。

• 人文学的に新しい知識を得る
ことを目標とする。

人文学ビッグデータ
• 人文学から生み出される大規
模データにより、（非）人文
学の研究手法を革新する。

• 人文学データに特有の構造化
や解釈などの技術を分野を超
えて共有する。

• 定量的またはデータに基づく
知識を得ることを目標とする。
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AIくずし字認識
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NIJL-NWプロジェクト
@国文学研究資料館
http://www.nijl.ac.jp/pages/cijproject/
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300,000点の日本古
典籍（1868年以
前）を、デジタル
化し、オープン
データとして公開。

日本文化のビッグ
データをどのよう
に活用するか？



過去の文化遺産と「くずし字」の問題

読者
数千人

くずし字をきちんと
読める人数の推定
（全人口の0.01%）

文書
数億点

日本に残された古典
籍や古文書の点数
（冊数）の推定
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くずし字データセット
http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

11

• 国文学研究資料館が作成、CODHが
整理して公開するオープンデータ。

• 2020年7月現在
• 文字種＝4,328 
• 文字数＝1,086,326

• ZIPファイルダウンロード→くずし
字認識の訓練データとして利用。

• データセットの公開が、AIによる
くずし字認識研究を活性化した。
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ディープラーニング
によるくずし字認識
手法KuroNetを開発
1枚の画像の認識に約
1秒
条件が良ければ精度
95％



KuroNetくずし字認識サービス
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/
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IIIF画像切り取り機能 くずし字OCR機能



KuroNetくずし字認識サービス
http://codh.rois.ac.jp/kuronet/
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KuroNet Text Editor テキスト化サービス



機械学習エンジニアが300万人
以上登録する、世界最大のデー
タサイエンスプラットフォーム
Kaggleにて、くずし字認識コン
ペを開催。

くずし字認識コンペ

• 期間：2019年7月19日～10月14日
• 参加チーム数：293
• 参加者数：338
• 結果提出回数：2652
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http://codh.rois.ac.jp/competition/kaggle/



1. さまざまな国の機械学
習エンジニア、研究者
が上位入賞。

2. 日本語やくずし字の知
識がなくても開発可能。

3. コンペの準備を滞りな
く進めるには、情報学
者と人文学者の協働が
不可欠。

コンペの結果

2021/2/27 KU-ORCAS国際シンポジウム 16



日本古典籍
データセット
（国文研蔵）

AIくずし字認識
http://codh.rois.ac.jp/char-shape/

くずし字データ
セット（国文研・
CODH作成）

KuroNet
AIくずし字認識

くずし字認識モバイル
アプリ

くずし字認識サービス

くずし字認識コンペ正解率95%以
上（条件がよ
い場合）

KU-ORCAS国際シンポジウム

CODH カラーヌワット・タリンほか
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人文学ビッグデータと検索
1. 書籍中の単語（N-gram）の
出現頻度の推移に基づき、
社会の変化を探る。

2. Google Books Ngram Viewer 
や HathiTrust bookworm など。

3. 検索機能が人文学研究のス
ピードとスタイルを変える。

4. 日本語で同様の検索が困難
なのは、OCRが一つの原因。
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HathiTrust bookworm, 
https://bookworm.htrc.illinois.edu/develop/



江戸ビッグデータ
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江戸マップ –江戸切絵図の地名リソース化
http://codh.rois.ac.jp/edo-maps/
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29枚の地図から
8658ヶ所の地
名を抽出して
データベース化



江戸切絵図の構造化
1. 尾張屋版（1849-1862）＝江戸切絵図の中で最も大量
に売れて普及した地図。うち29枚を対象とする。

2. 国立国会図書館「デジタルコレクション」で公開され
るIIIF画像を、IIIF Curation Viewerで読み込み。

3. 地名を矩形で囲んで画像座標を記録し、矩形中の文字
を翻刻・現代語訳し、データベース化。

4. 「施設」「屋敷地」「寺社仏閣」「店名」「地名」
「町名」「海川池」「観光地」「その他」の9分類を
付与。ただし旗本屋敷などは数が多いため除く。
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古地図のジオレファレンス
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立命館大学
日本版Map Warper

国立国会図書館
『江戸切絵図』

江戸マップβ版＋日本版Map 
Warperタイル配信サービス

GCPの対応付け
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江戸買物案内 –商業ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-shops/

• 『江戸買物独案
内』（1824）か
ら、商人名や居
所などを抽出し
データベース化。

• 歴博の「江戸商
人・職人データ
ベース」は現在
の区レベル。

• 江戸買物案内は、
江戸マップの町
レベルでリンク。
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江戸観光案内 –観光ビッグデータ
http://codh.rois.ac.jp/edo-spots/

• 江戸時代の名所記や
名所案内を各世紀2点
ずつ選択。

• IIIF Curation Viewerを
用いて挿絵を切り抜
き、地名を翻刻し、
メタデータを付与。

• 江戸マップ、歴史地
名データとリンク。
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CODH 鈴木親彦ほか



史料とエンティティのリンク

2021/2/27 KU-ORCAS国際シンポジウム 26

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし

御江戸大地震大破并出火類焼場等書上之写（みんなで翻刻）

宇田川丁、三島丁・
神明丁、此分潰家多、
土蔵残所なし固有表現認識

原資料表記 江戸マップID 江戸マップ表記
宇田川丁 4-358 宇田川町
三島丁 4-290 三島丁
神明丁 4-294 神明町

曖昧性解消1. 江戸マップに出現する地名を、地
名リソース（エンティティのデー
タベース）として整備する。

2. 史料の文字列から固有表現（地
名）を抽出する。

3. 特定のエンティティとリンクする
ことで、実世界と紐づける。



江戸観光案内と地名リンキング
1. 1255件の挿絵を収集。その中
で地名が明確な挿絵は1219件。

2. 歴史地名データとのリンクは
765件（全体の6割強）で可能。

3. 歴史地名データは明治時代の
地名が多いが、観光名所の地
名は江戸と明治で大きな変化
はなかった可能性がある。
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歴史的行動記録と地名リンキング
1. 清河八郎が安政2年
（1855）に江戸を訪問し
た日記『西遊草』を分析。

2. 日記から地名を抽出し、
江戸マップや江戸観光案
内とリンク。

3. 164件の地名中、江戸マッ
プと132件、江戸観光案内
と119件がリンク可能。
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歴史ビッグデータの拡大
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歴史的記録
1. 歴史的状況記録

• 世界の状況を観察した記録（空の状況を視覚的に観察した記録、地震
の揺れを聴覚・触覚で感じた記録、地震の被害状況を視覚で観察した
記録など）

2. 歴史的行動記録
• 人間の行動に関する記録（人間がある場所から別の場所に移動した記
録、店で何かを買ったり食べたりした記録、観光した記録など）

3. 歴史的状態記録
• 人間やモノの状態に関する記録（人間やモノの属性に関する記録、市
場取引の価格に関する記録、モノの輸送に関する記録など）
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れきすけ
https://rksk.ex.nii.ac.jp/
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1. 史資料の所在情報を
共有するサービス。

2. 書誌情報に加え、事
項ごとの歴史的記録
の所在に関する情報
を共有できる。

3. 「地震のことが書い
てある日記を検索し
たい」を実現する。

CODH 市野美夏ほか



れきすけのカード
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カードの種類一覧
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カードの種類 カードの情報

著作カード 作品そのものについての情報

資料カード それぞれの実体についての情報

事項カード 歴史的状況記録に関する情報や、さまざまな知識や経験
から得た情報

所蔵カード 史料の所蔵者である機関、団体、個人の情報

地名カード 空間情報

参考カード 史料を利用した研究成果、カードに登録した情報の典拠



グローバル／ビッグヒストリー
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ジャレド・ダイアモン
ド、銃・病原菌・鉄

ユヴァル・ノア・ハラ
リ、サピエンス全史

デヴィッド・クリスチャン、ビッグヒストリー わ
れわれはどこから来て、どこへ行くのか――宇宙
開闢から138億年の「人間」史

「歴史」の
対象が空間
的・社会的
に拡大し、
より分野横
断的になっ
てきた



Time Machine Europe
https://www.timemachine.eu/
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• 欧州の文化産業や観光、教育な
どにも有用な、誰もがアクセス
できる「過去のビッグデータ
（Big Data the Past）」を構築。

• 革新的なデジタル化技術や人工
知能（AI）技術などを適用。

• 参考：「過去のビッグデータ」
を探る欧州タイムマシン研究計
画、カレントアウェアネス-E、
https://current.ndl.go.jp/e2248

LTM Projects, https://www.timemachine.eu/ltm-projects/

https://current.ndl.go.jp/e2248


4D Mirror World
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Time Machine Manifesto, https://www.timemachine.eu/wp-content/uploads/2019/06/Time-
Machine-Manifesto.pdf



歴史ビッグデータ研究基盤
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歴史ビッグデータ研究基盤
1. 様々な機関が「自分の得
意なこと」に力を注ぐ。

2. 成果を相互利用する基盤
となる「オペレーティン
グシステム」を設計する。

3. ネットワークの形成とコ
ラボレーションの活発化
により、長期的な視点で
研究が高速化する。
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歴史ビッ
グデータ
研究基盤

歴史ビッ
グデータ
研究基盤

ネットワーク

コラボレー
ション



UNIX哲学
https://ja.wikipedia.org/wiki/UNIX%E5%93%B2%E5%AD%A6

1. 一つのことを行い、
またそれをうまくや
るプログラムを書け。

2. 協調して動くプログ
ラムを書け。

3. Keep it Simple, Stupid 
（KISS原則、「シン
プルでつまらないも
のに保て」）

2021/2/27 KU-ORCAS国際シンポジウム 39

https://twitter.com/cdixon/status/5051181
60811728896



単一の機能を果たすツール
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IIIF Curation Viewer
画像の閲覧と切り取り

みんなで翻刻
画像のテキスト化（翻刻）



APIの相互運用性
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時間＝HuTime
By 関野樹氏（日文研）

地名＝GeoLOD
By CODH

API
呼び出し

れきすけでの時空間情報入力



International Image 
Interoperability 
Framework＝国際的な
画像配信方式

IIIF（トリプルアイエフ）とは？
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IIIFサー
ビス1

IIIFサー
ビス2

IIIFサー
ビス3

IIIFビュー
ア1

IIIFビュー
ア2

Web：HTML
画像：IIIF

第14回CODHセミナー
IIIF Curation Platform
利活用レシピ100連発
http://codh.rois.ac.jp/s
eminar/icp-recipe-
20210218/



IIIF Curation Platform
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1. あるテーマに沿ってコ
ンテンツを集める。

2. 適切な順番（配置）に
並べる。

3. 新たなコンテンツとし
て提示・共有する。

キュレーションとは、もともと、ミュージ
アムにおいて、資料の収集や作品の展示な
どの活動を指すことばである。



クライアント
（閲覧）

サーバ（API） クライアント
（管理）

1

2 3

4

5
6

7
8

9

ICViewer

ICFinder

JSONkeeper

Canvas Indexer

ML Services

IIIF Server

ICManager

ICEditor

ICPlayer
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IIIF Curation Platform
http://codh.rois.ac.jp/icp/



歴史的記録＝5W1Hの構造化？
1. ニュースの基本情報は5W1H（When、Where、Who、

What、Why、How）と言われる。
2. ニュースを過去に延長すると、歴史的記録の基本情報
も、5W1Hの形式でまとめられるのではないか？

3. 5W1Hで表現された「事実」の集積が、「歴史ビッグ
データ」の基本データとなるのではないか？

4. 基本データをどのように記述すべきか、また収集を支
援するシステムをどう設計すべきか？
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1つのことをうまくやる

1. When → HuTime
2. Where → GeoLOD
3. Who → ？
4. What → ？
5. Why → ？
6. How → ？
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それぞれの課題に対し
て1つのサービスが生
まれる。それをみんな
で協力して運用する。



歴史のビッグデータ化
1. 過去の歴史の「記述の断片（例：5W1H）＝記録」を
構造化し、機械可読化し、データベース化する。

2. 歴史的記録を数値化し、様々な観点から可視化するこ
とで、データの傾向を大まかに把握する。

3. 歴史的記録をボトムアップに組織化し、人間が理解し
やすいストーリー（物語）化する。

4. 歴史をモデル化し、シミュレーションやシナリオ予測
することで、現在や未来に資する知識を生み出す。
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